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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
も

の
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
仕
事
を

発
注
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
と
と
も
に

益
々
の
ご
隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
時
節
、
我
が
家
の
台
所
の
長
戸
か
ら
は
、
サ
ザ
ン
カ
の

赤
い
花
が
今
も
咲
い
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
寒
い
冬
に
向
か
っ

て
咲
く
サ
ザ
ン
カ
の
花
言
葉
は
「
困
難
に
打
ち
克
つ
」
だ
そ
う
で

す
。世

界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
禍
が
続
き
、
大
幅
な
円
安
が
物

価
高
を
も
た
ら
し
て
い
る
一
方
で
、
残
念
な
が
ら
来
年
度
か
ら
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ

も
の
困
難
な
課
題
が
私
達
を
取
り
巻
い
て
い
ま
す
が
、
振
り
返
れ

ば
い
つ
の
時
代
も
困
難
は
伴
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
私
達
は
そ

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
は
11
月
末
時
点
で
、
会
員
が
８
人
増
と
な
り
、
私
た

ち
の
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。

新
企
画
の
「
ふ
れ
あ
い
市
よ
っ
て
か
れ
」
を
は
じ
め
、
シ
ル

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
、
会
員
互
助
会
親
睦
旅
行
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業
も
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
シ
ル
バ
ー
は
楽

し
い
と
こ
ろ
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し

て
、
専
門
委
員
会
や
互
助
会
役
員
等
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の
会
員
自
身
が
シ
ル
バ
ー
の
活
動

を
楽
し
み
に
感
じ
る
こ
と
が
、
様
々
な
困
難
に
打
ち
克
つ
力
に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

更
に
昨
年
は
市
長
寿
会
と
の
懇
談
会
や
新
規
事
業「
暮
ら
し
救

援
隊
」
な
ど
、
次
に
つ
な
が
る
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
、
会
員
拡

大
・
就
業
拡
大
に
お
い
て
も
新
た
な
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

跳
躍
す
る
兎
の
如
く
、

今
年
が
小
矢
部
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ

り
大
き
な
発
展
の
年
と
な

る
よ
う
皆
さ
ん
と
共
に
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
楽
し
い
セ
ン
タ
ー
」
を
皆
で

「
楽
し
い
セ
ン
タ
ー
」
を
皆
で

よ
り
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

よ
り
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
　
　
　
　

理
事
長
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事
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野

澤

敏

夫
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願
い
申
し
上
げ
ま
す



小矢部市への支援要請について

市長への要望 議長への要望
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ご
あ
い
さ
つ小

矢
部
市
長
　
　

桜
井
　
森
夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
清
々
し
く
令
和
５

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
市
政
発
展
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各
施

設
の
除
草
・
清
掃
・
剪
定
を
始
め
と
し
た
管
理
業
務
等
に

お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
も
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
年
齢
者
の
「
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
」
と
「
地
域
社
会
の

福
祉
の
向
上
及
び
活
性
化
」
に
向
け
、「
自
主
・
自
立
に

よ
る
運
営
、
共
働
・
共
助
に
よ
る
就
業
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
就
業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
て
多
大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
民

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
新
た
に
「
シ
ル
バ
ー
く
ら

し
救
援
隊
」
を
始
め
ら
れ
る
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き

続
き
、
市
民
生
活
に
お
け
る
利
便
性
を
よ
り
一
層
高
め
る

よ
う
な
取
組
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
、
本
市
は
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
暦
が
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
初
心
に
立
ち
返
り
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
「
人
」、「
土
地
」、「
地
域
資
源
」、

こ
れ
ら
を
再
評
価
し
て
次
な
る
70
年
、
１
０
０
年
に
向

け
、
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、令
和
２
年
１
月
の
国
内
第
一
例
目
の
感
染
以
来
、

丸
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
で
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
だ
終
息
の
気
配
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
維
持
す
る

な
ど
感
染
防
止
対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
傷
ん
だ
市
民

生
活
や
地
域
経
済
の
再
生
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。本

市
は
、
５
年
目
を
迎
え
る
第
７
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る
「
魅
力
・
安
心
・
充
実
　
し
あ
わ
せ
　
お
や
べ
」
の
実

現
に
向
け
、
市
民
の
誰
も
が
心
身
と
も
に
健
康
に
、
と
も

に
支
え
あ
う
温
か
な
福
祉
環
境
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
会
員
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令和４年９月27日に小

矢部市長桜井森夫様、小

矢部市議会議長義浦英昭様

に対し、当センター野澤理

事長、中村副理事長、坂田

事務局長が令和５年度の運

営・事業費補助金、令和５

年10月から始まるインボ

イス制度への対応等につい

て要望を行いました。
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安 全 管 理 委 員 会安 全 管 理 委 員 会
　安全管理委員会では「事故ゼロ」を目指して安全対策・安全パトロール

を進めてまいりましたが、昨年は梅雨時期が短かったためか、事故が多発

しました。今年はこの事故の原因を精査し事故を半減できるよう活動して

いきたいと思っています。

　会員の皆様には、本年も安全・適正就業にご理解とご協力をお願いいた

します。

事故発生状況（令和４年４月～11月）

☆例年に比べて事故発生件数が増加しています。

☆冬季は転倒事故が発生しやすくなります。路面凍結等に十分ご注意ください。

委員会
だより

今年度これまでの活動を報告します。

広報・イメージアップ委員会

　これまでに６回の委員会を開催。「シルバーおやべ」を発行するとともに、チラシやパンフレットの作

成などのシルバー人材センターの普及やイメージアップの方法について議論しています。

［実施事項・検討事項］

・「シルバーおやべ」第52号（８月）、第53号（本号）の発行

・お仕事説明会チラシの発行

・会員加入促進用チラシ・発注者向けチラシの作成

・市長寿会連合会との意見交換会（８月31日）

・ホームページの見直し、その他センターのイメージアップに

  つながる事業実施

地 区 連 絡 委 員 会
　昨年度まで実施していた「地区懇談会」ですが、今年度からは、地区

内の会員同士の交流をより深めたいとの趣旨から「地区交流会」として

開催します。地区交流会の開催に向けて、沢山の会員が参加されるよう

企画します。

・定時総会の出席の取りまとめや運営協力（５月26日）

・シルバーの日ボランティア活動の活動協力（10月12日）

・地区交流会（２月）実施の企画運営

　これまでに４回の委員会を開催。「新規会員の獲得と連携強化」「就業機会の拡大」両面から、

課題の整理と対応策を議論しています。

［実施事項・検討事項］

・新規会員の獲得のための会員紹介カードの作成、ポイント制度の見直し

・準会員制度づくりと会員割引制度の導入

・女性会員対象の講習会の実施（12月23日）

・新生活支援サービスなど独自事業の取組み

・会員連携強化のためのシルバーショップの開催や地区懇談会の充実

  検討事項を整理して、できることから順次実行していきます。

会員増強・就業拡大委員会

熱中症
（機械刈）

1件

ヘビ咬傷
（除草）

1件

虫（ハチ等）刺され
（校舎内外清掃、剪定、機械刈）

5件

転倒による骨折
（清掃）

1件

交通事故
（就業途上）

1件

飛石による車両破損
（植栽管理、機械刈）

2件

シャッター破損
（剪定）

1件

施設備品破損
（宿直）

1件



昨年の秋、近くの紅葉を楽しもうと倶利伽羅峠を訪れました。埴生交差点から源平ラインを車で上ると倶利

伽羅山頂の手前に猿ヶ馬場という地名のついた場所があります。

ブナ林の自然林があり、その昔、猿が群がって旅人を悩ませた。その折、ある僧が、「猿に餅をついて赤く塗っ

て与えたらよい」というので、そうしたら野猿の群れはいなくなったとの言い伝えがあり、猿ヶ馬場という地

名がついたといわれています。そしてその猿ヶ馬場には小さな石で出来た祠があり、そこに野猿の霊を祀って

あることから、それは猿堂と呼ばれています。

猿ヶ馬場は標高約250メートル、源平倶利伽羅合戦で平家の総師平維盛が本陣を布いた跡で、ほぼ30メー

トル四方の平坦地になっており、芭蕉が詠んだ《義仲の寝覚めの山か月かなし》の句碑をはじめ、前述の猿を

祀る祠や、平家陣営の軍議の跡、そして火牛の像、など思い出深い歴史上由緒ある地であります。　　

春には倶利伽羅不動寺に通じる道路の両脇に、高岡の花咲爺さん「高木勝巳さん」が植えられた、約4，

000本の桜並木の花が見事に咲き誇り私たちの心を癒やしております。　　

この日は、猿ヶ馬場から大
お お だ い ら

台平間を歩きました。往復約600メールのウォーキングで上りは少しきつかった

のですが、秋晴れのもと紅葉を楽しんだ１日でした。

Ｔ・Ｙ

会 員 寄 稿
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クロスランドおやべにおいて、小矢部

警察署地域交通課長飯田一夫警部を迎

え、歩行者、自転車、ドライバーごとの

交通安全について説明がありました。

交通安全講習会の終了後、約80名の

会員が参加しクロスランドおやべパター

ゴルフ場や総合保健福祉センター、農村

環境改善センター周辺の清掃活動を行い

ました。

ボランティア活動終了後、会員互助会から弁当とお

茶が配布されました。例年、会員同士の交流の場と

なっていましたが、昨年度に続き今年度も新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、会食は中

止となりました。

令和４年10月12日 水曜日

会員のつどい



声
会員の

シ
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バ
ー
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部
地
区
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は
る
み
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入
会
し
て
半
年
経
ち
ま
し
た
。
昔
か
ら
60

歳
に
な
っ
た
ら
シ
ル
バ
ー
に
入
る
も
ん
だ
と

思
っ
て
ま
し
た
が
、
気
か
付
い
た
ら
10
年
も

経
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
辞
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
行
っ
た

ら
、「
次
の
仕
事
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

資
料
の
中
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
説
明

会
の
案
内
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
方
の
す

す
め
も
あ
っ
て
説
明
会
に
参
加
し
、
そ
の
日
に

入
会
登
録
を
し
ま
し
た
。

お
仕
事
の
内
容
は
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

て
、
１
時
間
以
内
で
で
き
る
清
掃
、
洗
濯
や
調

理
な
ど
を
行
う
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
に
就
業
し
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
地
区
社
協
に
携
わ
り
、
高
齢
者

の
方
と
の
関
わ
り
は
慣
れ
て
い
た
の
で
、
利
用

者
宅
を
訪
問
し
、
一
緒
に
掃
除
や
調
理
を
し
な

が
ら
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

訪
問
中
は
、
世
間
話
を
し
た
り
、
本
人
の

様
子
を
み
た
り
し
て
、
健
康
状
態
な
ど
を
確
認

し
て
、
い
つ
も
と
違
う
様
子
が
あ
っ
た
り
、
気

付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
そ
の
都
度
報
告
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南谷地区　山元　一豊
❶退職後１年ほど家に居ましたが、

健康の為でもあり直接シルバー人

材センターに入会しました。

❷家族共々、一年健康で生きればい

いです。

❸食事と軽い運動（ウォーキング）

❹カメラ、ゴルフ

薮波地区　藤井　金蔵
❶会社を退職して暫く家に居たが、

趣味と生活のため入会した。

❷１年間何事もなく健康で過ごした

い。

❸腹八分目に気を付けている。

❹野球、旅行、会食

宮島地区　宮本　功雄
❶会社退職後、園芸高校に入学、卒

業の際シルバー人材センターの事業

紹介があったことと、地域活動で

長寿会の役員から紹介されたこと。

❷健康が一番大事

❸健康には気を付けているが、現在、

病気療養中で日々の健康管理には

特に気を付けている。

❹ウォーキング、昔は歌を歌うこと

が好きだったが、今はクラシック

ギターの学校に行き、ギターを習

うこと。

西部地区　永井　ちか子
❶東部公民館での桜町遺跡講座に参

加し、その流れから縄文パークで

ボランティアを続けていたら、い

つの間にかシルバー人材センター

に入会していた。

❷８回目のうさぎ年です。お陰様で

長生きさせていただきました。今

年は「ケガをしないこと」「ころば

ないこと」「お断りする勇気」を

もって自分のペースを守っていく

ことです。めざせ９回目のうさぎ。

❸これまで健康で過ごせたことは、

健康に生まれた幸運と普通に規則

正しく毎日を過ごしたことです。

これからも７時朝食、12時昼食、

17時夕食と規則正しい生活をし

ていくことです。

❹畑の草むしりや花を摘んで無の心

になれる瞬間が好きです。畑では

１年間は花を絶やさないことを目

指していきます。

北蟹谷地区　森　美乃利
❶空いた時間を有効に使いたいと思

い入会した。

❷健康が一番であり、今年は沢山旅

行して美味しいものを食べ歩くこ

と。

❸好き嫌いなく、よく食べ、よく寝

て体を動かすこと。

❹働くこと。

薮波地区　萩沢　文夫
❶体が元気な内は、仕事をしたいと

思って入会した。

❷健康第一、病気に負けないように

すること。

❸足腰は程よく鍛えておくことにし

ています。散歩等で歩数を気にか

けて運動しています。

❹パークゴルフ、スポーツ観戦

南谷地区　渡辺　すみ子
❶母が亡くなり、時間的に余裕が出

来たから。

❷毎日楽しく生活すること。

❸なるべく体を動かすこと（軽い運

動）

❹週２回のビーチボール

水島地区　中山　澄江
❶幸い元気ですので、家ばっかりに

いるより、人と交わっていたくて

入会した。

❷自分に出来ることには、何でも積

極的に参加する。

❸なるべく自転車や徒歩で体を動か

す、その際スーパーの袋を２、３

枚持って行き、ゴミ拾いをしてい

ます。

❹桜町遺跡のボランティア。週１回

の「いきいき百歳体操」で近所の

皆さんと顔を合わすこと。

水島地区　高田　富男
❶ボランティア活動していて友人か

ら誘われたから入会した。

❷今年１年が平和であることを願

う。

❸毎日の散歩と晴れた日の立山連峰

を見ること。

❹ドライブ、花などの庭木いじり。

津沢地区　金谷　仁章
❶会社退職後しばらく家に居ました

が、シルバー人材センター入会の

チラシを見て入会しました。

❷健康でケガなく暮らすこと。

❸よく寝ること。

❹ドライブ

薮波地区　澤田　政治
❶友人から誘われて入会した。

❷今年は節目の年であり、仕事に健

康に気を付ける。

❸３食しっかり取ること。

❹特にありませんが健康のための

ウォーキング。

水島地区　前田　実
❶親しい友人がシルバー人材セン

ターに行っており、その人の勧め

で入会した。

❷健康で毎日楽しい生活が出来るこ

と。

❸幸い病気らしい病気がないので、

現在の状態を維持すること。

❹バンド、盆栽

松沢地区　前田　貫充
❶退職を機に体を動かして、もっと

心身を丈夫にしたいと思い入会し

た。

❷病気やケガのないように働くこ

と。

❸体力に併せた運動に励みたい

（ウォーキングなど）

❹気ままな旅行

南谷地区　村上　保英
❶第２の職場も定年退職し暇を持て

余していたとき、近所にシルバー

人材センターで楽しそうに働く人

を見て、自分もシルバー人材セン

ターで働きたいと思い入会した。

❷運転免許の認知機能検査もなんと

かクリアでき、新年早々に運転免

許の更新ができそうなので、「や

わやわ運転」に心がけ、シルバー

人材センターの仕事や行事に参加

したい。

❸暴飲・暴食を慎み、積極的に体を

動かすように努めている。

❹読書とウォーキング、毎年１回以

上津幡町の倶利伽羅不動尊に徒歩

でお参りを13年間続けてきたの

で、今年も４月か５月の28日に

お参りしたいと思っている。

今年「年男・年女」を迎えられた 会員の皆様にお聞きしました！！
❶ シルバーに入会された動機　❷ 「年男・年女」として今年１年の抱負（思うこと何でも結構です）
❸ 日頃より健康管理に気をつけていることは　❹ 趣味は何ですか
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令
和
四
年
十
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
親
睦
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
絶
妙
な
ト
ー
ク
に
、二
十
八
名
の
参
加
者
も
、

十
分
に
満
足
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
主
な
旅
行
先
の
事
柄
に
つ
い
て
、
報
告
致
し
ま
す
。

「
天
橋
立
」
…
日
本
三
景
（
松
島
、
厳
島
）
の
一
つ
で
、
今
か
ら
四
千
年
前
に
河
川
か
ら
流

出
さ
れ
た
砂
礫
が
、
左
右
の
海
流
の
影
響
で
砂
州
が
形
成
さ
れ
、
高
所
か
ら
股
覗
き
す
る
と

左
右
の
海
が
天
に
見
え
、
砂
州
が
天
に
掛
か
る
橋
に
見
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
天
橋
立
と
云
わ

れ
た
と
の
こ
と
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
終
点
広
場
か
ら
股
覗
き
す
る
と
、
な
る
ほ
ど
「
天
橋
立
」

で
し
た
。

「
城
崎
温
泉
」
…
宿
の
お
取
り
計
ら
い
で
、
バ
ス
に
よ
る
外
湯
へ
の
送
迎
を
し
て
も
ら
い
、

肌
に
や
さ
し
い
泉
質
に
浸
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
夕
食
に
は
カ
ニ
や
地
元
産
肉
や
松
茸
な

ど
美
味
し
い
料
理
の
数
々
に
舌
鼓
し
な
が
ら
、
地
酒
や
ビ
ー
ル
に
酔
い
つ
つ
、
参
加
者
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
公
園
」
…
日
本
の
特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
日
本
で
一
羽
の
み
（
豊

岡
市
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
か
ら
六
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
提
供
と
、
地
域

住
民
の
協
力
を
得
て
、
田
畑
の
農
薬
使
用
を
止
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
溝
を
撤
去
し
、
自
然

水
路
に
変
更
す
る
な
ど
、
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
タ
ニ
シ
や
川
魚
な
ど
が
生
息
で
き
る
環
境

整
備
を
、
地
道
に
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
幸
せ
を
呼
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖

に
成
功
し
、
現
在
で
は
百
羽
以
上
が
育
ち
、
公
園
近
辺
の
田

畑
や
川
で
、
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
城
下
町
出
石
」
…
豊
岡
市
出
石
は
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
城
下
町
で
、
但

馬
の
小
京
都
と
も
呼
ば
れ
、城
下
の
シ
ン
ボ
ル
は
「
新
鼓
楼
」

と
い
う
日
本
最
古
の
時
計
台
で
す
。
ま
た
、
三
百
年
前
か
ら

続
く
伝
統
的
な
「
皿
そ
ば
」は
、何
と
も
言
え
ず
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
当
然
、
地
ビ
ー
ル
と
共
に
お
か
わ
り
注
文
し
ま
し

た
が
、
あ
の
味
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

今
は
第
八
波
の
新
型
コ
ロ
ナ
と
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
同
時
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
、
マ
ス
ク
や
消
毒
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、

元
気
で
、
来
年
の
親
睦
旅
行
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

天
橋
立
・
城
崎
温
泉
の
旅
　
　
　
　
若
林
地
区
　
　
細
川
　
和
作

互 助 会 だ よ り

ウォーキングの目的地「クロスランドタワー」と聞いて「え？」と思いました。ウォーキングというと青空の

下で美味しい空気を吸って汗を少しかいて、とイメージしていた私には「参加したくないなー」というのが本

音でした。シルバー世代には膝が大丈夫だろうかというのも心配でした。階段の数は500段との事、埴生八

幡宮の階段５個分「どうにかなるかな」と思い覚悟を決めて参加しました。

当日はお天気が良く参加者17名でした。

クロスランドに登る前にクロスランドタワーの基礎知識と思い、「平成６年５月に完成し目的は文化、芸

術、経済の交流拠点、高さ118メートル　展望台は100メートル、北陸道、東海北陸道、能越道の３本の高

速道路がクロスしている。また、12メートルの三角形の塔の上に円形の展望室を載せている別名トリック

タワーともいわれる」こと等を説明していたら、建設当時のこぼれ話など参加者それぞれの口から色々聞き

ました。工法が当時としては最先端のものだったとか、また、当センターの野澤理事長が当時、市役所での

建設の責任者だったとの事、立地場所も当初の予定地より芝生広場寄りになったなど、建設中のこぼれ話で

盛り上がりました。クロスランドの担当者の方から、清掃の事など説明をお聞きして、いざ階段を登りました。

2，30段毎に休みながら登りました。登ってみると15分程で展望台まで登ることが出来ました。あっという

間でした。膝のほうもサポーターを巻いていましたので、大丈夫のようでし

た。当日は好天でしたが、遠くは霞がかかり、展望台からの眺望は今一つだっ

たのが心残りでした。

皆さんも、会員相互の交

流を深めるためにも互助会

行事に振るって参加しま

しょう！

シルバーウォーキング  10月１5日（土曜日）

  「階段ウォーキングでクロスランドタワー展望台フロアーを目指そう！」に参加して「階段ウォーキングでクロスランドタワー展望台フロアーを目指そう！」に参加して　　

南谷地区　　橋本政子   
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令
和
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら

ず
、
新
た
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア

戦
争
が
は
じ
ま
り
何
か
と
重
苦
し
い

一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
新
事
業
と
し

て
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
市
「
よ
っ
て

か
れ
」
を
開
催
し
好
評
を
得
ま
し

た
。
ま
た
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

委
員
会
で
は
会
員
数
拡
大
の
た
め
、

小
矢
部
市
長
寿
会
連
合
会
さ
ん
と
の

間
で
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま
し

た
。
私
た
ち
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
委
員
会
は
、
い
ろ
い
ろ
の
場
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
健

康
で
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委
員
会

委
員
　
高
内
　
広

あ
と
が
き

行事案内

　理事長 野澤さんが、クロスランドタワー建設当時、市役所で直接携わって

おられたと聞き、当時のお話を聞かせていただきました。

Ｑ　クロスランドタワーの建設は、いつ頃でしたか？

Ａ　着工は１９９２年３月で、オープンは１９９４年５月１日です。

Ｑ　その時はどのような部署で携わっておられたのですか？

Ａ　タワーも含めクロスランドおやべ全体の整備は「企画調整課リーディングプロジェクト班」が担当し、

私はその班長を務めていました。

Ｑ　クロスランドタワーの特徴は？

Ａ　最も特徴的なのは、トリックタワーとなっていることです。タワーの中心に位置していたはずの展望フ

ロアが、見る場所によっては中心からずれて見えます。重心の位置は共に中央にありますので展望フロ

アが落ちることはありません。安心して登っていただきたいと思います。

Ｑ　当時の苦労話やエピソード等がありましたら聞かせて下さい。

Ａ　10/15のシルバーウォーキングでは、私も地上100mのタワー展望フロアまで５００段の階段を登りま

したが、建設中は何度もこの階段を上り下りしました。エレベーターの完成が待ち遠しかったです。ま

た、点検のため命綱を付けて三角トラスの上から眺めた風景は格別でした。

Ｑ　市民の中には、タワーが市の公共施設再編の対象とされ、

　　エレベーターの故障時をもって使用不可になるとの認識をもつ人もいますが…

Ａ　それは誤解です。事実と実態を確認するため、私が教育長時の令和４年に、有識者や市民の方から成る

「検討会」を設置し、タワーを含めたクロスランドおやべ全体の活用策や施設の保全費用の精査等を行っ

ていただきました。その結果、タワーのエレベーターは一般的な部品でも故障に対応可能であることが

判明しました。エレベーターが停止してしまう心配はありません。

　　それは安心しました。クロスランドはタワーも含め県内外にも

　　認知度が高く、小矢部のシンボルであり末永く利用したいものです。

　　今日はお忙しいところありがとうございました。

　　　　　　　  インタビュー　広報・イメージアップ委員会　　谷　博道

・地区交流会

【とき】 ２月中に開催予定

【場所】 各地区（４箇所）

・安全就業講習会

【とき】 ３月３日（金）

　　　　　　　午後２時から

【場所】 クロスランドおやべ

　　　　　　　メインホール

※詳細が決まり次第、改めてご案内いたします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となる場合があります。

高齢者の生きがい活動として

各種事業を行っています。

ほとんどの方が長寿会会員だ

と思いますので各種行事に積極的

にご参加いただきますようお願い

します。

あの頃、あの時コーナーあの頃、あの時コーナー

小矢部市長寿会連合会より小矢部市長寿会連合会より

理事長 野澤さんに聞きました理事長 野澤さんに聞きました


